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目屋人形

このたび、村政初の弘前市本庁での人事研修が行われることになりました。三上眞氏を弘前
市建設部土木課参事として派遣し、東北ダム事業促進連絡協議会事務局担当として、津軽ダ
ム早期完成に向け手腕をふるってもらいます。これも弘前市を中心とする定住自立圏構成自
治体の中で期待されての課長級本庁人事が認められたのだと役場職員一同喜んでおりま
す。関連記事としてＰ７「村長の部屋」をご覧下さい。
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一般会計予算　17億7,300万円
（前年度比　＋5.7%　9,600万円の増）

平成２３年度の一般会計・特別会計の各予算が３月の第１回村議会定例会で可決されました。
２３年度の一般会計の規模は１７億７,３００万円で、前年度当初予算と比較して９,６００万円、
５．７％の増となりました。

（ ）内は構成比

（ ）内は構成比

地方交付税
1,079,000千円

（61％）

総務費
251,880千円
（14％）

公債費
320,925千円
（18％）

民生費
265,549千円
（15％）

その他
255,550千円
（14％）

村債
114,100千円
（6％）

繰入金
16,632千円
（1％）

県支出金
119,394千円

（7％）

国庫支出金
83,798千円
（5％）

村税
104,526千円

（6％）
歳 入

歳 出 議会費
56,061千円
（3％）

衛生費
185,009千円
（10％）

労働費
57千円
（0％）

農林水産業費
304,312千円
（17％）

消防費
65,460千円
（4％）

教育費
151,138千円
（9％）

その他
1,466千円
（0％）

災害復旧費
3,521千円
（0％）

商工費
73,254千円（4％）

土木費
94,368千円（5％）
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3 月 議 会 報 告
第１回定例会では、平成２３年度
一般会計・特別会計収支予算のほ
か、次の案件が審議されました。

【可決】

▶西目屋村廃棄物の処理及び清掃
に関する条例
▶職員の給与に関する条例等の一
部を改正する条例
▶西目屋村特別会計条例の一部を
改正する条例
▶西目屋村奨学育英資金条例の一
部を改正する条例
▶西目屋村こども医療費助成条例
の一部を改正する条例
▶西目屋村子宝奨励条例の一部を
改正する条例
▶西目屋村国民健康保険条例の一
部を改正する条例
▶西目屋村新総合計画の策定に
ついて
▶平成２２年度西目屋村一般会計
補正予算（２４１万円追加、総
額２０億７,２５９万４千円）
▶平成２２年度西目屋村国民健康
保険事業特別会計補正予算
（１３５万３千円減額、総額
２億６,２１６万９千円）
▶平成２２年度西目屋村介護保険
特別会計補正予算（５４９万６
千円追加、総額２億７,１５８万
２千円）
▶平成２２年度西目屋村老人保健
特別会計補正予算（２１万円減
額、総額６万２千円）
▶平成２２年度西目屋村簡易水道
事業特別会計補正予算（５万円
追加、総額１億４,５９３万３
千円）
▶西目屋村固定資産評価審査委員
会委員選任の件

村民１人当たりの予算額は1,134,357円

平成23年度 特別会計予算

（２月末現在１，５63人で計算）

国民健康保険事業特別会計 219,312千円

介護保険特別会計 251,366千円

後期高齢者医療特別会計 18,572千円

簡易水道事業特別会計 119,528千円

農業集落排水事業特別会計 69,500千円

議会費
総務費
民生費
衛生費
労働費
農林水産業費
商工費

土木費
消防費
教育費
災害復旧費
公債費
その他
計

（内訳） 【単位：円】

平成23年度に実施する主な事業等

【単位：円】総務関係総務関係総務関係

35,868
161,152
169,897
118,368

36
194,697
46,868

60,376
41,881
96,697
2,253

205,326
938

1,134,357

【単位：円】総務関係総務関係総務関係
1,300,000
1,500,000

コミュニティ備品整備事業.......................................................................
カヌー大会（ジャパンカップ・白神カップ）.................................................

2,700,000
4,000,000

西目屋村ＰＲ用写真整備事業.................................................................
電気自動車充電器整備事業 ...................................................................

26,400,000
800,000
6,000,000

村道白沢山内線道路改修等工事 .........................................................
村道畳平８号線改良工事............................................................................
村道維持補修工事...................................................................................

52,386,000弘前地区消防事務組合負担金 ............................................................

教育関係教育関係教育関係
4,400,000
6,660,000
3,000,000

高校生奨学補助金...................................................................................
奨学育英資金 ..........................................................................................
西目屋小中グラウンド改修事業..............................................................

1,600,000
150,000
768,000
2,990,000
7,586,000

長寿祝金..................................................................................................
子宝育成奨励金 ...........................................................................................
妊婦健診委託料 ..........................................................................................
こども医療費助成（０歳～１８歳）............................................................
各種予防接種（高齢者肺炎球菌、子宮頸ガン等）...................................

11,150,000
8,000,000
1,000,000
6,380,000
19,500,000

ふるさと農道等緊急整備事業 ..............................................................
農産物等販路開拓支援事業...................................................................
間伐推進事業 ...........................................................................................
鳥獣害対策事業 ......................................................................................
暗門の滝歩道橋梁整備事業.................................................................

消　防　費消　防　費消　防　費

住民関係住民関係住民関係

土木関係土木関係土木関係

農林関係農林関係農林関係

商工観光関係商工観光関係商工観光関係
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西目屋村 4月号トピックス

4

　

３
月
20
日（
日
）、た
し
ろ
保
育
園
の
卒
園
式

が
行
わ
れ
、園
児
６
名
が
園
舎
を
元
気
に
巣
立

ち
ま
し
た
。

　

式
で
は
、名
前
を
呼
ば
れ
た
園
児
が
元
気
に

返
事
を
し
、園
長
先
生
か
ら
卒
園
証
書
を
受
け

取
り
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
は
小
学
校
１
年
生
で
す
。勉
強
や

運
動
を
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

卒
園
児
は
次
の
と
お
り（
敬
称
略
）

工
藤　

暖
叶　
　
　

成
田　

歩
夢

米
澤　

哲
義　
　
　

田
澤　

良
芽

藤
井　

未
来　
　
　

佐
藤　

ひ
よ
り

　

３
月
18
日（
金
）、西
目
屋
小
学
校
に
て
第
35

回
卒
業
証
書
授
与
式
が
行
わ
れ
８
名
の
児
童

が
中
学
校
生
活
の
期
待
を
胸
に
６
年
間
の
思

い
出
が
詰
ま
っ
た
学
び
や
を
巣
立
ち
ま
し
た
。

　

式
で
は
、校
長
先
生
か
ら
卒
業
証
書
を
受
け

取
っ
た
あ
と
、自
分
の
夢
や
目
標
を
発
表
し
、

成
長
し
た
姿
を
家
族
や
お
世
話
に
な
っ
た
地

域
の
方
に
見
せ
ま
し
た
。

卒
業
生
は
次
の
と
お
り（
敬
称
略
）

田
澤　

雄
大　
　
　

坂
田　

宗
大

西
澤　

璃
矩　
　
　

米
澤　

勇
夢

三
上　

純
三
郎　
　

山
下　

日
向
子

工
藤　

光　
　
　
　

竹
内　

郁
美

　

３
月
９
日（
水
）、西
目
屋
中
学
校
に
て
第
39

回
卒
業
証
書
授
与
式
が
行
わ
れ
、卒
業
生
11
名

が
友
人
や
先
生
と
の
思
い
出
を
胸
に
、学
び
や

を
後
に
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、卒
業
生
に
卒
業
証
書
が
手
渡
さ

れ
、そ
の
後
、卒
業
生
を
代
表
し
て
米
沢
直
幸

さ
ん
が
３
年
間
の
思
い
出
を
振
り
返
り
な
が

ら
別
れ
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

卒
業
生
は
次
の
と
お
り（
敬
称
略
）

竹
内　

丈
滋　
　
　

田
澤　

友
明

三
浦　

仁　
　
　
　

鈴
木　

直
人

三
上　

遥　
　
　
　

米
沢　

直
幸

折
登
谷　

和　
　
　

桑
田　

佳
奈

佐
藤　

和
奏　
　
　

吉
谷　

美
里

米
澤　

麗
花

西
目
屋
中
学
校

西
目
屋
小
学
校

た
し
ろ
保
育
園

ご卒園・ご卒業

おめでとう
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白神荘に車椅子を贈る～長年の夢が実現～

　西目屋小学校では、これまで数年にわたって児童会
を中心にプルタブやアルミ缶を回収し、今年でその重
さは１,５００㎏、お金にすると車椅子２台分になりま
した。
  ２月25日（金）の午後４時に児童会の代表と先生方
が白神荘を訪問し、贈呈式に臨みました。西目屋小学
校からは車椅子を２台寄贈し、白神荘から感謝状と記
念品が学校に贈られました。車椅子はさっそく活用さ
れるとのことです。

 　今年度も最後の月となりました。
　２月末に保育参観日を行い、「親子であんよ・セラピー」を体験
し、スキンシップができました。保護者の皆様、ご苦労様でした。
　「お別れ会」では、担当との思い出に写真をパチリ！最高の笑顔
だったね。忘れないよずっと・・・。
　そして３月20日（日）卒園式を迎えました。卒園児６名を職員
一同で見送り、今後もずっと見守っていくことを約束しました。
　一年間、園児たちを見守ってくださったすべての方々に感謝申
し上げます。

5 自然あふれる豊かなふるさと情報誌 〈広報にしめや・2011. 4月号〉 『世界遺産と水源の里 にしめや』

卒業生を送る会
　卒業式の前日、恒例の「卒業生を送る会」が開
かれました。３年生への感謝を込めて、１・２年
生がインパクトのある衣装を身につけて踊った
りしました。そして昨年に引き続き、今年も模造
紙を貼り合わせた
巨大な紙に３年生
へのメッセージを
書きました。

（写真は巨大模造紙を背景にスリラーのパ
フォーマンスをする教職員）

今年も感動の卒業式！
　平成22年度第39回西目屋中学校卒業証書
授与式が３月９日(水)に挙行されました。お忙し
いところ多くのご来賓の臨席を賜り、またたく
さんのお祝いの言葉も頂き、ありがとうござい
ました。11名の卒業生は３年間の思い出を胸
に、西目屋中学校を巣立って行きました。地域の
方々にはこの３年間大変お世話になり、ありが
とうございました。今後も温かく見守ってくださ
るようよろしくお願いいたします。
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山
火
事
に
注
意
！

消
防
だ
よ
り

　

４
月
に
入
り
、山
間
部
の
雪
解
け
が
一
層
進
み
、空
気
が
乾
燥
す
る
こ

の
時
期
は
一
年
の
う
ち
で
最
も「
山
火
事
」が
発
生
し
や
す
い
時
で
す
。

　

山
火
事
は
、ち
ょ
っ
と
し
た
、火
の
取
扱
い
の
不
注
意
か
ら
発
生
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、入
山
や
農
作
業
の
際
に
は
次
の
こ
と
を
守
っ
て
く
だ

さ
い
。

①
枯
草
な
ど
が
あ
る
火
災
に
な
り
や
す
い
場
所
で
た
き
火
を
し
な
い
。

②
た
き
火
の
場
所
を
離
れ
る
と
き
は
完
全
に
消
火
す
る
。

③
強
風
時
や
乾
燥
時
に
は
、た
き
火
や
火
入
れ
を
し
な
い
。

④
た
ば
こ
の
吸
い
殻
は
確
実
に
消
火
し
、絶
対
に
投
げ
捨
て
は
し
な
い
。

⑤
火
遊
び
は
し
な
い
。

　

こ
の
五
つ
を
一
人
ひ
と
り
が
守
る
こ
と
で
山
火
事
は
防
止
で
き
ま

す
。貴
重
な
森
林
を
山
火
事
か
ら
守
る
た
め
、皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

　

し
ま
す
。

　
　
　
　
　

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

 

《
該
当
す
る
施
設
は
受
講
を
！
》

◇
と
き

　

平
成
23
年
５
月
26
日
・
27
日

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　
（
２
日
間
の
受
講
が
必
要
で
す
。）

◇
と
こ
ろ

　

岩
木
文
化
セ
ン
タ
ー「
あ
そ
べ
ー
る
」

　

１
階
ホ
ー
ル

　

弘
前
市
賀
田
一
丁
目
18
番
地
４

◇
対
象

・
消
防
法
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
次
の
施
設

で
、防
火
管
理
上
必
要
な
業
務
を
遂
行
で
き
る

管
理
・
監
督
的
な
地
位
に
あ
る
人

　

①
30
人
以
上
収
容
す
る
集
会
所
・
店
舗
・
旅
館
・

　
　

病
院
・
福
祉
施
設（
小
規
模
社
会
福
祉
施
設
は

　
　

10
人
以
上
）な
ど

　

②
50
人
以
上
収
容
す
る
共
同
住
宅
・
学
校
・
寺
院

　
　
・
工
場
・
事
務
所
な
ど

・
そ
の
他
受
講
を
希
望
す
る
人

◇
講
習
の
一
部
免
除

　

消
防
設
備
点
検
資
格
者
講
習
又
は
自
衛
・
消
防

業
務
講
習
の
既
修
者
は
講
習
の
一
部
を
免
除
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。詳
し
く
は「
防
火
管
理
講
習
実

施
の
案
内
」で
ご
確
認
下
さ
い
。

◇
申
込
み　
　
　
　
　
　
　

　

平
成
23
年
４
月
25
日
か
ら
５
月
13
日
ま
で

　

消
防
本
部
予
防
課
及
び
最
寄
り
の
消
防
署
・
分

署
で
受
付
し
ま
す
。

　

な
お
、申
し
込
み
受
付
期
間
内
で
あ
っ
て
も
定

員（
１
８
０
人
）に
な
り
次
第
、受
付
を
終
了
い
た

し
ま
す
。

※
講
習
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、事
前
に
書
店
等

で
購
入
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、詳
し
く
は「
防
火
管
理
講
習
実
施
の
案
内
」

で
ご
確
認
下
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

弘
前
消
防
本
部　

予
防
課

　

℡
３
２
‐
５
１
０
４

の
用
心

火
の
用
心

火

平成23年2月
救急 火災 救助 遭難

件
数
累
計

7
14

0
0

0
0

0
0

目屋分署管内出動状況

　

こ
ん
に
ち
は
、Ｂ
ｅ
ｅ
ｃ
ｈ
に
し
め

や
で
す
。以
前
も
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、

Ｂ
ｅ
ｅ
ｃ
ｈ
に
し
め
や
で
は
日
用
雑
貨

の
お
取
扱
を
開
始
致
し
ま
し
た
。一
例

を
挙
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
食
器
用
洗
剤
、ス
ポ
ン
ジ
等
の
台
所

用
品

・
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
等
の
衛
生
紙
用
品

・
シ
ャ
ン
プ
ー
、リ
ン
ス
等
の
石
鹸
類

・
筆
記
用
具
、お
祝
い
袋
等
の
文
具
用
品

・
お
線
香
、ロ
ー
ソ
ク
等
の
家
庭
用
品

な
ど
な
ど
。

　

お
酒
類
も
種
類
豊
富
に
取
り
揃
え
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
も
始
め
ま

し
た
。ス
タ
ン
プ
が
た
ま
る
と
５
０
０

円
分
の
割
引
券
と
し
て
お
使
い
い
た
だ

け
る
と
っ
て
も
お
得
な
カ
ー
ド
で
す
。

お
買
い
物
が
少
し
楽
し
く
な
り
ま
す
よ

ね
!

　

Ｂ
ｅ
ｅ
ｃ
ｈ
に
し
め
や
は
、お
客
様

の
ご
要
望
に
お
応
え
で
き
る
よ
う
日
々

努
力
中
で
ご
ざ
い
ま
す
。生
ま
れ
変

わ
っ
た
Ｂ
ｅ
ｅ
ｃ
ｈ
に
し
め
や
に
、皆

様
ぜ
ひ
遊
び
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
!

白
神
だ
よ
り

白神公社

s h i r a k a m i

k o - s y a

社
会
福
祉

　
協
議
会
だ
よ
り

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

社
会
福
祉
法
人

　

西
目
屋
村
社
会
福
祉
協
議
会

　

℡
８
５‐

２
２
５
５

　

弁
護
士
に
よ
る
心
配
ご
と
相
談
所

を
開
設
し
て
い
ま
す
。予
約
制
で
す
の

で
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

▼
日
時

4
月
28
日（
木
）

午
前
10
時
〜
午
後
12
時
30
分

※

日
時
等
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、必
ず
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。会
場
ま
で
送
迎
が
必
要
な

方
は
、相
談
に
応
じ
ま
す
。

広
域
心
配
ご
と
相
談
所

相
談

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に

対
す
る
義
援
金
の
受
付

募
集

　

日
本
赤
十
字
社
青
森
県
支
部
西
目

屋
村
分
区
並
び
に
西
目
屋
村
共
同
募

金
委
員
会
や
村
で
は
３
月
11
日
に
発
生

し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ

り
被
害
を
受
け
た
被
災
地
及
び
被
災

者
の
方
々
へ
支
援
を
す
る
た
め
、義
援

金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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共
に
語
り
、共
に
歩
む

私
に
ま
か
せ
て
下
さ
い
！

7 自然あふれる豊かなふるさと情報誌 〈広報にしめや・2011. 4月号〉 『世界遺産と水源の里 にしめや』

西目屋 健康広場いき いき
平成２３年度から、村の実施主体となる健康診断が受けやすくなります！

4月 のいきいきポイント

　ご近所さんを集めて（２～３人でも可）、広場を開いてみませんか？保健師等が伺います。お友達とのおしゃべり会、地区会、
婦人部、老人クラブの集まりなどで活用してください。
【対　象】 年齢関係なく健康に興味がある方　　【時　間】 要相談　　【場　所】 各集会所、自宅など
【内　容】 要相談　
 （例）総合相談（健康・介護・障害）、血圧測定、健康に関する話、健康実践
 （メタボ予防、転倒予防、認知症予防、介護予防など）
【申込先】 下記保健師まで

ポイント❶　西目屋いきいき健康広場の開催について！

　最近お腹のお肉が気になる、血圧・コレステロール・血糖値が気になる、健康的な体を
作りたいなど、健康づくりについてなんでも相談してください。
役場住民課　保健師　成田・飛内　電話番号　８５－２８０４（直通）

ポイント❷　村の保健師を活用しましょう！

村
長
の
部
屋

３
月
議
会
に
て
全
会
一
致
で
決
定
。西
目
屋
村
新
総
合
計
画
が
策
定
さ
れ
る
！

こ
れ
か
ら
10
年
間
の
村
の
将
来
像
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

詳
し
く
は
新
総
合
計
画
書「
西
目
屋
色
の
、風
の
中
で
」の

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
が
毎
戸
配
布
さ
れ
ま
す
。

今
後
と
も
住
民・行
政・議
会
一
同
が
和
の
心
を
持
っ
て
新
し
い
時
代
へ
と

確
か
な
歩
み
を
進
め
る
た
め
努
力
を
し
て
参
り
ま
す
。

　

こ
の
計
画
書
の
中
で
特
筆
す
べ
き
点
は
総
合
評
価
グ
ラ
フ
表
で
す
。こ
れ
ま
で
、村
民
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
で
村
が

推
進
す
る
べ
き
政
策
に
つ
い
て
満
足
度
と
重
要
度
に
つ
い
て
考
え
方
を
尋
ね
、そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
で
得
点
化
、偏
差
値
化

の
統
計
処
理
を
行
い
、総
合
評
価
と
し
て
グ
ラ
フ
表（
左
グ
ラ
フ
表
参
照
）に
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

　

こ
の
グ
ラ
フ
表
か
ら
は
、今
後
の
課
題
と
村
民
の
素
直
な
評
価
と
問
題
意
識
が
ハ
ッ
キ
リ
と
理
解
す
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。

　

村
の
将
来
像
と
し
て
は
、今
後
弘
前
市
を
中
心
と
し
た
定
住
自
立
圏
構
想
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、本
村
も
そ
の
構
成

市
町
村
の
一
員
と
し
て
周
辺
地
域
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
べ
き
西
目
屋
村
独
自
の
価
値
を
探
求
し
、村
民
が「
持
続・発
展
」

の
気
持
ち
を
持
ち
、共
に
貢
献
す
る
協
働
意
識
の
醸
成
を
推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

村
民
皆
様
に
は
、こ
の
新
総
合
計
画
か
ら
見
て
取
れ
る
よ
う
に
、こ
れ
か
ら
の
村
の
あ
り
方
を
共
有
し
な
が
ら
、共
に

努
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

人口・世帯 自然環境 経済基盤 行政基盤 教育
健康・医療文化・スポーツ 居住 福祉 安全

急
緊

考
再

充
拡

持
維

（高）

度
要
重

満足度

（低）

（高）（低）

20 30 40 50 60 70

30

40

50

60

70

（1）定住

（2）白神
（3）水辺

（4）農業

（5）商業

（6）観光

（7）雇用

（8）後継者
（9）ブランド

（10）交通

（11）猿クマ

（12）公民館

（13）温泉

（14）役場

（15）学校

（16）学習

（１７）レク

（18）文化

（19）除雪

（20）ごみ

（21）診療

（22）子ども医
（23）子育て

（24）高齢者

（25）防犯
（26）防火

総合評価グラフ表

○これまでの集団健（検）診（７月１２日～７月１５日）、婦人検診（８月３１日～９月１日）の他に、個別健（検）診を１0～１1月に実施します。
　平成23年度西目屋村健康カレンダー（4月）では、個別健（検）診の実施期間が1月～12月となっていますが、10～11月に変更させ
　ていただきますので、お間違いのないようよろしくお願いします。
○個別健（検）診は弘前市管内の指定医療機関で受けることができます。
○詳細につきましては、各地区の保健協力員が４月中に配布する「平成２３年度西目屋村健康診断のお知らせ」をご覧ください。
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今
年
度
も
本
村
に
献
血
バ
ス（
移
動
採
血
車
）

が
来
ま
す
。

　

お
忙
し
い
中
大
変
恐
縮
で
す
が
、輸
血
を
待
ち

望
ん
で
い
る
患
者
さ
ん
の
た
め
に
一
人
で
も
多
く

の
方
々
の
献
血
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、秋
頃（
10
月
下
旬
）に
も
実
施
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
の
で
、併
せ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
採
血
区
分
】

　

全
血
献
血（
２
０
０
㎖・４
０
０
㎖
）

【
採
血
実
施
日
】

　

平
成
23
年
４
月
27
日（
水
）

【
受
付
時
間
】

　

①
午
前
10
時
〜
正
午
ま
で

　

②
午
後
１
時
〜
午
後
３
時
ま
で

【
場
所
】

　

西
目
屋
村
役
場
車
庫
横

　
（
受
付
は
、役
場
１
階
玄
関
）

【
留
意
事
項
】

○
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
薬（
花
粉
症・鼻
炎
な
ど
）等

を
は
じ
め
、当
日
服
用
し
て
い
て
も
献
血
い

た
だ
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
輸
血
歴
の
あ
る
方
は
、ご
辞
退
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

○
海
外
か
ら
の
帰
国
日
か
ら
４
週
間
以
内
の

方
は
、献
血
を
ご
辞
退
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

○
問
診
に
よ
り
検
診
医
が
献
血
を
お
断
り
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

役
場
住
民
課
福
祉
係

　

℡
８
５‐
２
８
０
４

献
血
（
全
血
）

協
力
者
の
募
集

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
発
行
の

電
話
帳
を
配
達
・
回
収

い
た
し
ま
す
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
青
森
支
店
で
は
、４

月
中
に
順
次
、新
し
い
電
話
帳（
平
成

23
年
５
月
発
行
）を
各
ご
家
庭・事
業

所
へ
お
届
け
し
ま
す
。そ
の
際
、現
在

お
使
い
の
電
話
帳
は
、新
し
い
電
話

帳
の
配
達
時
に
回
収
い
た
し
ま
す
の

で
、配
達
員
へ
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
は
、地
球
環
境
保

護
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、回
収
し
た

古
電
話
帳
か
ら
新
し
い
電
話
帳
を
作

る「
電
話
帳
循
環
型
リ
サ
イ
ク
ル
」を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、ご
不
在
等
で
配
達
員
に
古

電
話
帳
を
渡
せ
な
か
っ
た
場
合
、左
記

「
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
」ま
で
ご
連

絡
い
た
だ
け
れ
ば
後
日
改
め
て
回
収

に
伺
い
ま
す
。ま
た
、お
届
け
す
る
電

話
帳
の
変
更
や
配
達
冊
数
の
変
更
も

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ

　
（
平
日
：
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

　

℡
０
１
２
０‐

５
０
６‐

３
０
９

子
育
て
支
援
が
拡
充
し
ま
す

西
目
屋
村
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い

満１５歳に達した日以降における
最初の３月３１日まで

第３子から奨励金を支給

※年齢の拡大
　満１８歳に達した日以降に
　おける最初の３月３１日まで

※対象者に第２子を追加
　第２子　出産祝金　　１５万円
　　　　　小学校入学　１０万円

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、高
齢

者
の
相
談
窓
口
と
し
て
、介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
お
手
伝
い
す
る
ほ

か
、生
活
に
関
す
る
相
談
な
ど
に
応
じ

て
い
ま
す
。高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
安
心

し
て
住
み
な
れ
た
地
域
の
中
で
暮
ら
せ

る
よ
う
に
支
援
い
た
し
ま
す
。

　

例
え
ば
、次
の
よ
う
な
暮
ら
し
や
介

護
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
い
。

ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
の
か

知
り
た
い
。

・
介
護
の
こ
と
で
悩
み
が
あ
る
が
、誰
に

相
談
し
て
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
。

・
施
設
で
暮
ら
す
た
め
の
相
談
を
し
た

い
。

・
自
分
や
家
族
、近
所
の
方
の
物
忘
れ
が

ひ
ど
く
な
っ
て
き
た
。

・
足
腰
が
悪
く
な
り
、外
出
の
機
会
が

減
っ
て
き
た
。

・
地
域
で
気
楽
に
参
加
で
き
る
活
動
を
知

り
た
い
。

・
金
銭
管
理
や
大
事
な
手
続
き
の
判
断
に

自
信
が
な
い
。

・
虐
待
か
、そ
れ
に
近
い
こ
と
を
見
た
り

聞
い
た
り
し
た
。

【
相
談
窓
口
】　　
　
　
　
　
　

　

西
目
屋
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
８
５‐

３
１
２
３（
白
神
荘
内
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

役
場
住
民
課
福
祉
係

　

℡
８
５‐

２
８
０
４

　

平
成
２３
年
４
月
１
日
よ
り
、「
こ
ど
も

医
療
費
」と「
子
宝
育
成
奨
励
金
」が
次
の

と
お
り
と
な
り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。な
お
、手
続
き
方
法
等
に
つ
い
て

は
、対
象
者
へ
個
別
に
ご
案
内
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】　

 　

役
場
住
民
課
住
民
係　

 　

℡
８
５‐

２
８
０
３

平成２３年４月１日より平成２３年３月３１日まで

こども
医療費

子宝育成
奨励金
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9 自然あふれる豊かなふるさと情報誌 〈広報にしめや・2011. 4月号〉 『世界遺産と水源の里 にしめや』

快適に暮らせるために
農業集落排水（下水道）に

加入しましょう
農業集落排水は水環境の悪化により生態系などに様々

な影響を及ぼす生活排水を集めて、きれいな水に処理する
ことによって農業用排水及び河川の水質改善を図り、快適
な生活がおくれるようになります。
排水設備工事や水洗便所改造工事をされるときは、役場

農林建設課（℡８５－２８０２）までお問い合わせください。

　

こ
れ
ま
で
は
障
害
年
金
を
受
け

る
権
利
が
発
生
し
た
当
時
に
、受
給

権
者
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
し
て

い
る
配
偶
者
や
お
子
様
が
い
る
場

合
で
、障
害
等
級
が
１
級
ま
た
は
２

級
に
該
当
す
る
方
に
加
算
を
行
っ

て
お
り
ま
し
た
が
、平
成
23
年
４
月

施
行
の「
国
民
年
金
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
」に
よ
り
、障
害
年
金

を
受
け
る
権
利
が
発
生
し
た
後
に
、

生
計
を
維
持
す
る
こ
と
に
な
っ
た

配
偶
者
や
お
子
様
が
い
る
場
合
に

も
届
出
に
よ
っ
て
加
算
を
行
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
左
記
の
照
会
先
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
照
会
先
】

　

お
近
く
の
年
金
事
務
所
、街
角
の

年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
及
び
村
の
国

民
年
金
担
当
窓
口

　
（
年
金
の
手
続
き
に
つ
い
て
は
、

平
成
23
年
４
月
１
日
以
降
に
手
続

き
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。）

平
成
23
年
４
月
か
ら

「
障
害
年
金
加
算
改
善
法
」

が
施
行
さ
れ
ま
す

　

平
成
23
年
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に

よ
り
被
害
を
受
け
ら
れ
た
方
に
対
し
て
、次

の
と
お
り
被
害
の
状
況
に
応
じ
た
県
税
の

減
免
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

県
税
の
課
税
地
ま
た
は
住
所
地
が
県
内

に
あ
る
方
の
う
ち
、財
産
等
に
甚
し
い
被
害

を
受
け
た
方

①
減
免
す
る
税
目

個
人
事
業
税
、不
動
産
取
得
税
及
び
自

動
車
税

②
減
免
す
る
範
囲

ア・
個
人
事
業
税
及
び
自
動
車
税

平
成
23
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の

も
の

イ・
不
動
産
取
得
税

災
害
時
ま
で
に
取
得
し
た
不
動
産

に
係
る
も
の

　

な
お
、他
の
科
目
に
つ
い
て
も
減
免
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、最
寄
り
の
地
域

県
民
局
県
税
部
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、い
ず
れ
の
税
目
に
つ
い
て
も
、

納
付
済
み
の
も
の
に
つ
い
て
は
適
用
に
な

り
ま
せ
ん
。

　

被
災
証
明
等
の
証
明
書
を
添
付
し
て

各
地
域
県
民
局
県
税
部
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

【
対
象
者
】

【
減
免
す
る
税
目
及
び
そ
の
範
囲
】

【
減
免
の
手
続
】

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
の
受
付

が
始
ま
り
ま
し
た
。

■
畑
作
物
に
も
対
象
を
拡
大
し
て
本
格

実
施
し
ま
す
。

■
我
が
国
の
食
糧
自
給
率
向
上
と
農
業

の
再
生
を
目
指
す
対
策
で
す
。

■
交
付
申
請
期
限
は
、６
月
30
日
で
す
。

■
ご
相
談
は
、西
目
屋
村
水
田
農
業
推

進
協
議
会（
農
林
建
設
課
、Ｊ
Ａ
等
）、

お
近
く
の
農
政
事
務
所
ま
で
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

青
森
農
政
事
務
所
地
域
第
一
課

　

℡
２
７‐
６
１
８
０

農
業
者
の
皆
様
へ

平
成
23
年
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
り

被
災
さ
れ
た
み
な
さ
ま
へ※

こ
の
減
免
措
置
の
ほ
か
、次
の
よ
う
な

制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、詳
し
く
は
最

寄
の
地
域
県
民
局
県
税
部
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
災
害
に
よ
り
申
告
や
納
税
の
期
限
ま

で
に
こ
れ
ら
の
行
為
が
で
き
な
い
と

き
は
、申
請
に
よ
り
申
告
や
納
税
の
期

限
を
延
長
す
る
制
度

②
災
害
に
よ
り
県
税
を
一
時
に
納
付
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、申
請
に

よ
り
県
税
の
徴
収
を
猶
予
す
る
制
度

　

中
南
地
域
県
民
局
県
税
部
納
税
課

　

℡
３
２
‐
１
１
３
１

情報のグロ－バル化に
［安全］［信頼］を求め

プライバシーマーク認定
情報セキュリティマネジメントシステム認証
品質マネジメントシステム認証
環境マネジメントシステム認証

〒038-0031 青森市三内丸山393番地270
　TEL 017-761-5300 FAX017-761-5310
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自然あふれる豊かなふるさと情報誌 〈広報にしめや・2011. 4 月号〉10『世界遺産と水源の里 にしめや』

編集
後記

　３月11日に発生した東北地方太平洋沖地震により亡くなられた方々のご冥福をお祈り申し上げますと共に、
被災された皆様に対しまして、心よりお見舞い申し上げます。
　さて、痛ましいニュースが連日放送されておりますが、被災地等のニュースを見ていると、子どもたちの笑顔
の力はすごいと痛感します。
　広報においても、地域の子どもたちの笑顔をもっと皆様に届けたいと思います。 【笑顔を力に】

　

満
88
歳
に
な
ら
れ
た
田
澤

務
さ
ん（
田
代
）に
長
寿
祝
金

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
お
体
を
大
切

に
し
て
、長
生
き
な
さ
っ
て
く

だ
さ
い
。

田澤　務さん

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で

自
動
体
外
式

除
細
動
器（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）

寄
贈

　

２
月
24
日（
木
）、青
森
県
遊
技
業
協

同
組
合
中
弘
南
支
部
が
社
会
貢
献
活
動

の
一
環
と
し
て
自
動
体
外
式
除
細
動
器

（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）及
び
収
納
ボ
ッ
ク
ス
一
式
を
当

村
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

今
回
贈
呈
さ
れ
た

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
大
白
温
泉
に

設
置
し
、救
命
救
急
の

た
め
有
効
活
用
さ
れ

ま
す
。

地
域
社
会
に
貢
献

　

１
月
15
日（
土
）か
ら
１
月
20
日（
木
）に
か

け
て
、津
軽
ダ
ム
工
事
関
連
業
者
等
に
よ
り

構
成
さ
れ
る「
津
軽
ダ
ム
建
設
工
事
等
事
故

防
止
対
策
協
議
会
」が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

実
施
し
、地
域
社
会
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

は
、村
内
４
世
帯
の
高

齢
者
１
人
暮
ら
し
世

帯
を
対
象
に
雪
下
ろ

し
や
排
雪
作
業
が
行

わ
れ
、１
人
暮
ら
し
の

方
々
は
大
変
喜
ん
で

い
ま
し
た
。

観
光
振
興
に
貢
献

　

２
月
17
日（
木
）、株
式
会
社
Ｉ
Ｈ
Ｉ
イ
ン

フ
ラ
シ
ス
テ
ム
及
び
嶽
開
発
株
式
会
社
が
長

面
地
区
に
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
施
し
、

観
光
振
興
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　

今
回
行
わ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
は
、

乳
穂
ヶ
滝
氷
祭
の
開

催
日
に
合
わ
せ
、見
返

り
坂
展
望
所
を
使
用

で
き
る
よ
う
東
屋
、階

段
等
の
排
雪
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
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P1

長
寿
祝
金
支
給

　「
戸
籍
の
窓
」は
原
則
と
し
て「
本
籍
が
西
目

屋
村
に
あ
る
方
」を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
掲
載
を
希
望
し
な
い
方
ま
た
当
村
に
本
籍
が

な
く
て
掲
載
を
希
望
す
る
方
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
ら
、必
ず
広
報
係
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

2
月
届
出
分（
敬
称
略
）

戸
籍
の
窓

(　)は前月比（H23.2月末現在）

村 の 人 口

世帯数： ５５２世帯（±０）

合計： １,５６３人（±0）

女性： 805人（＋1）
男性： ７５８人（－1）

おくやみ

工藤　健治 田　代（82）

にし
めや

ズー
ムアップ


	表紙
	平成23年度の村の予算が決まりました
	3月議会報告
	ご卒園・ご卒業おめでとう
	白神のまなびやより
	消防だより
	白神だより
	社会福祉協議会だより
	村長の部屋
	西目屋いきいき健康広場
	子育て支援が拡充します
	西目屋村地域包括支援センターへご相談ください
	献血（全血）協力者の募集
	電話帳を配達・回収いたします
	平成23年4月から障害年金加算改善法が施行されます
	東北地方太平洋沖地震により被災されたみなさまへ
	AED寄贈
	ボランティア活動
	戸籍の窓
	長寿祝金支給
	編集後記



